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研究成果の概要（和文）：大学生が一度は学んだ英単語（動詞）をコア語として，コア語，そしてコア語と意味のうえ
で結びつくクラスター語（同じく動詞）について，語彙知識の深化とネットワーク構造化を図る英単語学習プログラム
 Word Cluster Master Program (WCMP) を開発した。WCMPは12のユニットから構成され、各ユニットには４（あるいは
５）セットの“学習クラスター”がある。学生は学習クラスター（コア語と５つのクラスター語で構成）の習得に，「
提示」→「自己診断」→「学習」→「強化」のステップを踏んで，授業内外でパソコンを使って取り組む。実証研究の
結果から，WCMP の有効性が検証できた。

研究成果の概要（英文）：In this project we developed the Word Cluster Master Program (WCMP), an online 
self-study English vocabulary learning program to deepen the L2 lexical knowledge of Japanese EFL 
learners at college level and promote network building in their mental lexicons. The program contains 12 
units, each of them with four to five “study clusters.” A study cluster is composed of a core word 
(basic English verb) and five cluster words, verbs semantically related to the core. The menu for 
learning starts with Presentation introducing a “study cluster”, followed by Self-Diagnosis, Learning, 
and then Reinforcement. Students work with WCMP on PCs inside and outside the English classroom. It was 
confirmed that the self-study vocabulary learning program was effective in promoting the deepening and 
restructuring of the target lexical knowledge.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 語彙知識習得の中でも，語彙知識のネッ
ト ワ ーク化 は とりわ け ゆっく り 進 む 
(Aitchison, 2003; Henriksen, 2008)。Olsen (1999) 
が指摘するように，目標言語の運用能力を伸
ばすためには，インプットもアウトプットも
十分確保することが欠かせない。その不足を
補い，語彙知識のネットワーク化を集中的に
促進する教材を開発する意義は，日常の英語
使用や授業回数の少ない多くの日本人大学
生にとって特に大きい。 
 
(2) 一定の数の語彙サイズを持つ大学生の
英単語の学び直し・ネットワーク構造化のた
めの教材開発には，検討を要する問題がある。
①取り上げる単語クラスター決定時の配慮
（同じ意味領域内の単語間では意味の干渉
が起こり，学習者には学びにくいこと 
(Tinkham, 1997; Waring, 1997) 等），②やる気
を喚起・継続させる提示方法の工夫 (Coyne, 
2003)，③一人でも取り組め，使いやすい仕様
の実現 (Van Eck, 2006) といったことである。
教材開発においては，関連分野を広く調査し
取り組む必要がある。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は，大学生が“一度は学んだ（見
た）ことのある英単語”について，発展学習
として，数個の関連語から成る単語クラスタ
ーを基盤に語彙知識の整理・ネットワーク化
を図ることのできる自学教材の開発を目的
とする。ウエブ上に学習サイトを構築し，学
生がパソコンで取り組めるものにする。 
 
(2) 語彙獲得に関する理論や実証研究を検
討し，語彙知識の深化・ネットワーク化を促
進するものにする。教材は，基本的に１回の
学習機会で 24 語（6 語×4 つの学習クラスタ
ー）を学び，半期の授業で 300 語の語彙知識
を体系的に精緻化・強化できるものに，また
教養教育を中心とする大学英語教育で利用
できるものにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究代表者らがこれまでに取り組んで
きた，日本人英語学習者の心内辞書内構造に
関する基礎研究の成果を基盤に取り組む。初
年度は，「理論研究班」「教材開発班」「オン
ライン教材開発班」の 3グループに分かれて
進める。開発する教材の内容や基本仕様は，
各グループの研究成果及び試案に基づき決
定する。その決定内容と導き出された方針を
踏まえ，教材を開発する。また，効果検証の
ための語彙知識ネットワーク度テストを開
発する。 
 
(2) ２年目からは，「実証研究・教材開発班」
「オンライン教材開発班」「データ解析班」
の 3グループに再編し，開発した教材を授業
の中に導入し，事前・事後テストにより学習

効果を検証する。  
 

４．研究成果 
(1) Word Cluster Master Program の開発 
学習者がパソコンで取り組む単語学習プ

ロ グ ラ ム  Word Cluster Master Program 
(WCMP) を開発した（図１）。WCMP は，プ
リンストン大学の WordNet (2012) に基づき 
(Fellbaum, 1998; Miller & Fellbaum,1991) 抽出
した基本英語動詞，およびその動詞と意味的
に関連する数個の動詞群とで構成する“学習
クラスター”の習得を目的とする。学習クラス
ターは，believe, make, return といった高頻度
の基本動詞（コア語）と，コア語と意味的に
結びつき度が高い５つの単語（クラスター
語）を１セット（例：look（コア語）＋ stare, 
gaze, appear, peep, glare（クラスター語））から
成る。学習クラスターの単語は，WordNET で
公開されている synset（同意語を中心とする
単語クラスター）に基づき選定した。４（あ
るいは５）セットで１つのユニットを構成し，
合計 12 ユニットから成る。授業内外で取り
組み，１週間に１つのユニットを学習し 12
週間で終了する。 
 

 
図 1. WCMP (UNIT 1. MAKE) のトップページ 

 
(2) ７つの学習メニュー 
WCMP には７つのメニューがある。「提示」
（動画。①コア語とクラスター語の関係把握，
②目標語を使った英文ペアの確認）（図２）
→「自己診断」（関連する意味の単語を選ぶ）
→「学習」（①聞き取った単語を選ぶ → ②
文脈にふさわしい意味を選ぶ → ③タイプ
入力する）→「強化」（関連語を選ぶ → 単
語をグループに分ける）である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
図２. 提示 



(3) WCMP の効果検証 
①研究課題 
英単語学習プログラム Word Cluster Master 

Program (WCMP) の効果について，次の２つ
の研究課題に取り組んだ。  
(a) 学習者の語彙知識は伸長するか。 
(b) 学習者の心内辞書構造は変容するか。 
 
② 被験者 
開発した WCMP の効果を検証するため

に８ユニット版について実証研究を行った。
被験者は２群より構成された。１つ目の群
（実験群）は，「英語語彙サイズ判定テスト」
（熊本大学，初回の授業で実施）において，
平均語彙数 4,733.3, SD = 556.7 の国立大学２
年生（英語非専攻）30 名であった。２つ目の
群（対照群）は同じ語彙サイズ判定テスト（同
じく初回の授業で実施）において，平均語彙
数 4,730.0, SD = 558.6 の大学２年生（英語非
専攻）30 名であった。なお，両群の語彙サイ
ズに有意差はなかった（t (58) = .023, p = .981, 
n.s. 両側検定）。両群ともに，半期に 90 分 15
回の教養英語科目「CALL（応用編）」を履修
した。 
 
③ データ収集 
データ収集のために，WCMP で取り上げ

た学習クラスターの中から４つを抽出し，被
験者が考える意味のまとまりでグループ分
けさせる単語仕分け課題 (word sorting task) 
を課した。課題に用いた 24 語はすべて
JACET8000（大学英語教育学会基本語改訂委
員会編，2003 年）のレベル８までに入り，う
ちレベル１に９語，レベル２に５語，レベル
３に４語と，合計 18 語（75％）が順位 3,000
位までの高頻度語であった。 
 
③ データ解析 
研究課題 (a) に関して，実験群および対照

群の事前，事後における未知語の数について，
群内と群間それぞれで t 検定により有意差
の有無を検定した。 
研究課題 (b) に関して，収集した実験群お

よび対照群の事前，事後の各データに対して
群平均法によるクラスター分析を行い，仕分
け課題解析結果の表象である群デンドログ
ラムを得た。そして，群デンドログラムは，
理論的に非類似度 (dissimilarity) 0.0～1.0 の
「高さ」から構成される距離行列であること
に着目した。得られた群デンドログラムにつ
いて事前と事後の間に差異があるか否かを
解析するために，並べ替え検定により，群デ
ンドログラムの距離行列間に有意差はない
という帰無仮説のもとに解析（ペアワイズ比
較）を行った。デンドログラム間の距離の計
算においては，フロベニウス距離が最も自然
であると判断され，これを採用した。 
 
④ 結果 
研究課題 (a) に関して，実験群の未知語の

数は 3.97 個（事前）から 0.27 個へと有意に
激減した（１％有意水準，片側検定）。対照
群においては，3.87 個（事前）から 2.97 個へ
と有意に微減した。事前において両群の未知
語の数の差 0.10 は有意な差ではなかった
（１％有意水準，片側検定）。事後における
両群の差は 2.70 あり，実験群が有意に未知語
の数が少なくなったことが明らかとなった
（１％有意水準，片側検定）。これらの結果
から，語彙知識の伸長について WCMP の効
果が確認された。 
研究課題 (b) に関して，クラスター分析

（群平均法）で得られたデータを解析した。 
実験群の仕分け課題結果（事前）の群デンド
ログラムでは，コア語やクラスター語の意味
的関連性が不正確なままばらばらに形成さ
れ，WCMP で取り上げた４つの学習クラス
ターに分化していなかった。いわゆる学習前
の状態である。事後では，コア語 (return, look, 
break, describe) とそれぞれに関連する５つの
クラスター語が４つに分化し，各クラスター
内での６語間の関係が明確に形成されてい
た。このことから，WCMP による学習効果が
確認できた。対照群では，事前では実験群の
事前と同様であり，事後では若干の群化傾向
の萌芽はあるが，４つの目標クラスターへの
分化は認められなかった。先行研究 (Haastrup 
& Henriksen, 2000; Schmitt, 2010) が指摘する
ように，意識的な心内辞書の変容を目指した
指導を課さない中では，構造変容は容易でな
いことが確認できた。 
 実験群と対照群，それぞれの事前と事後の
デンドログラム間に有意差があるかどうか
を確認するために，群デンドログラムの距離
行列の距離の差の有無（ペアワイズ比較）に
関して，ペア間に差はないという帰無仮説の
もとに並べ替え検定を行った。実験群では事
前と事後の群デンドログラムの距離行列間
に統計的有意差が検出された（１％有意水準，
片側検定）。一方，対照群では事前と事後の
群デンドログラムの距離行列間に有意差が
ないことが判明した（同じく１％有意水準，
片側検定）。つまり，心内辞書構造の再構築・
変容を目的とする WCMP の効果が確認され，
また変容のための特別な語彙学習を課さな
い場合には心内辞書構造は有意に変容しな
いことが計量的解析においても確かめられ
た。 
 
⑤ まとめ 
本研究の結果から，語彙知識の復習・強化

のための自律学習，そして心内辞書構造の再
構築・変容を目的とする英単語学習プログラ
ム WCMP の効果が確かめられた。本研究の
被験者は平均語彙サイズが 5,000 語に満たな
い日本人英語学習者であった。構造変容など
語彙能力における語彙サイズ以外の問題は
まずは学習者が目標言語の 5,000 語を習得し
てからとする Hirsh and Nation (1992) らの先
行研究とは異なり，その閾値に達していない



被験者であっても構造の再構築・変容が可能
であることが確かめられた。つまり，学習者
が有意義であると実感できる，ステップを踏
んだ学びを保証する語彙学習プログラムは
効果があり，心内辞書構造の再構築・変容を
促進するとまとめられる。今後は，語彙サイ
ズ（知っている単語の数）の変化と心内辞書
構造の再構築の関係を明らかにすることも
重要である。そして，動詞版に加えて，名詞
や形容詞についても学習プログラムの開発
を視野に入れていきたい。 
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